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 浅井信裕（技術主任）の事例紹介コーナー         No.47 

【スイングチャッキによるウォーターハンマの解消事例】 

◇謹賀新年◇ 
皆様 明けましておめでとうございます。 

健やかな新年をお迎えのことと存じます。 
 

 昨年末に「今年の漢字2011」が『絆』に決定し、人々は 

優しい意味で、人とのつながりの大切さを改めて再認識 

した大変な一年でした。 

 2012年は世界主要国での大統領選をはじめ、各国首 

脳選挙が目白押しの大変重要な年となります。各国の新 

リーダーのもとで様々な世界情勢がより良い方向に進展 

することを望みたいと思っております。 

 さて、今月のテーマは【Ｐコンセンサー特集】です。  

主に浄水場などで使用される「送水検知器付スモレンス 

キ」をＰコンと称しています。 今回の特集ではご使用の 

際に時折発生するトラブル時の対処方法を中心にまとめ 

ました。 是非この機会にご一読頂けましたら幸いです。 
 

◇今年一年もご愛顧の程 宜しくお願い申し上げます◇ 

【課題】 

固形物を含むスラリー排水を処理場まで送水しているラインでスイングＣ

Ｖを使用していました。 

スイングＣＶのヒンジ部分がスラリーにより固着し、弁が解放状態のままに

なっているため、強いウォーターハンマーの発生やスイングＣＶなどが破

損するトラブルが頻発していました。 

その度にスイングＣＶの取替をするので大変手間が掛かっていました。 

配管設置写真 

スイングの固着例 

【解決】 

スモレンスキチャッキバルブ  SM 10K  80A  に取替して摺動部の固

着を抑えた 

スイングＣＶはヒンジ部分がスケールの堆積し易い場所にあるため、弁が

開くときに堆積したスケールが噛り付き、作動不良を引き起こすことがあり

ます。スモレンは流体の流れ方向に沿って、出口側の上部と入口側の下

部の2箇所にヒンジ部があるため、スケールが堆積し難く、短期間でバル

ブが固着する現象を抑えることが出来ます。 

今まではすぐにバルブが固着して逆流し

てしまい困っていました。 

スモレンを設置して7ヵ月以上経ちます

が、固着による逆流やハンマーはなくなり

ました。もちろん、取替手間なくなり、随

分楽になりました。実はまだ工場内には、

同様のラインがたくさんありますので、順

次スモレンに切り替えたいと思います。 

設備保全主任 

Ｂ氏 

 

 

御社担当者 

今年の抱負 

石崎製作所からのお知らせ 

〒146-0085 東京都大田区久が原5-29-14 

TEL 03-5700-2812  FAX 03-5700-2819      

ホームページ：www.ishizaki-mfg.co.jp   

２月の展示会に出展します！ 
~テーマは“フート仕様の実演です”~ 

２月１日~３日パシフィコ横浜で行われる第３３回工業技術見本市「テクニカルショウヨコ

ハマ２０１１」に出展致します。中央入口目の前の分かりやすいブースです！ 

テーマは、お問い合わせが多い“フート仕様”です。 

実際の配管（65A)にスモレンフート仕様を設置し、ポンプで吸い上げ実演を行います。 

フート仕様設置の際に必要となる呼び水の方法や、一度吸い上げた水が落水しない

状況も確認できます。また、３日13:00よりセミナーも開催いたします。 

お近くに来られた時には、是非ブースまでお寄りいただけたら幸いです！ 

 

 

2月3日(金)13:00から 

セミナーを行います！ 

http://www.misaki.rdy.jp/illust/kisetu/winter/title/sozaitext/1x201.htm
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Ａダイヤル

Ｐｃｏｎセンサ

弁　体

      －２－ －３－ スモレンスキ 検索 ホームページから図面がダウンロードできます 
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開閉検知器付スモレンスキ ＳＭＰ型とは。。。 

開閉検知器付スモレンスキ（SMP型）は、検知器（センサ）からでる外部出力により弁の開閉状態

がわかるスモレンスキ仕様の一つです。 

SMP型は、スモレンスキチャッキバルブと、高周波発振を利用した弁の開閉検知器（非接点式のPコ

ンセンサ）、Ｐコンユニット（制御部）の３部材で構成されています。 
 

 特長１．遠隔地でスモレンスキチャッキバルブの弁の開閉状態がわかります。 

 特長２．ポンプの空運転防止に利用出来ます。 

 特長３．鋳鉄製だけでなく、内外面ナイロンライニング製の製作も可能です。（10K/20K） 

 

 

 Ｐコンセンサの調整方法について  

SMP型のカットモデル 

Pコンセンサの概略図 

２）弁体が開いた状態 
（コイルと弁体が離れている） 

１）弁体が閉じた状態 
（コイルと弁体が近い） 

Ｐコンセンサ内に組込んだ磁石及びコイルと鉄製の弁体によって発生する磁束密度の変化により、
弁の開閉を検知する構造になっています。 

Ｐコンセンサの作動原理 

Ｐコンセンサ Ｐユニット ＳＭＰＣ型 ナイロンライニング 

Ｐコンセンサは弊社工場で全品調整を行ってから出荷しておりますが、現場設置後に調整が必要な場合 
もありますので、下記の手順にて調整を行って下さい。 
 
Ｐコンセンサの止めネジを外し、カバーを開けます。ケース内の基盤にはダイヤルが Ａ・Ｂ・Ｃの3つがあり
ます。また、出荷状態でダイヤルＡは「５」に設定されています。 
注１）Ｂ・Ｃのダイヤルは動かさないようにお願いします。 

Ｐコンセンサの基盤 ダイヤルＡ・Ｂ・Ｃの位置 ダイヤルＡの出荷時の設定 

例１）ポンプは送水しているにも関わらず、無送水が表示を出す場合 

   

  状況：Ｐコンユニットのランプ → 消灯 

 

    原因：磁束の反応域が大きいため、弁体 

     を検知している。 

   

  対処：ダイヤルＡを右回し（10方向） 

     ゆっくり回し、反応域を小さく 

     する。 

例２）ポンプは停止しているに、送水が表示を出る場合 

   

  状況：Ｐコンユニットのランプ → 点灯 

 

    原因：磁束の反応域が小さいため、弁体 

     を検知していない。 

   

  対処：ダイヤルＡを左回し（1方向） 

     ゆっくり回し、反応域を大きく 

     する。 開閉反応域 

「例１図」 

「例２図」 

注２）Ｐコンセンサの調整後は、２～３度ポンプのＯＮ―ＯＦＦを繰り返し行い、Ｐコンユニット
のランプが正常に作動していることを確認して下さい。 
 

磁束密度の変化 鉄片（弁体） 


